
日本語の受入れられ方

-日本語由来の外来語-

多和田　邑一郎

従来、日本語の「受入れ」のみに重点が置かれ、 「受入れられ」の観点からする外来語研

究は少かったのではあるまいか.つまり、日本語が外国語をいかに受入れ(てい)るかが

ほとんどで、日本語が外国語としていかに受入れられ(てい)るかという方向から日本語

を見ることがあまりなかったのではないか。もっとも「外来語」と言うのだから「行」方

向(「外行語」 !?)が眼中にないのは当然であるかもしれない。

日本語の姿を見据えるためには、逆方向からの視点も重要だと考え、今回の試みとなった。

ところで、朝鮮語から日本語に入った「外来語」は、さして多くない。いま、 『基本　外来

語辞典』 (石綿敏雄編、東京堂出版、 1990年9月)により朝鮮語由来の外来語を調べてみる。

ア))ラン　(朝鮮民謡の一つo　伝説上の峠の名)

オンドル　(朝鮮・満州での暖房装置)

オンムン　(朝鮮民主主義人民共和国・大韓民国の文字。 -ングル)

キムチ　　(朝鮮のつけ物)

チマ　　　(朝鮮の婦人の衣裳)

チョゴリ　(朝鮮の婦人服の上衣)

チョンガー(独身男)

パッチ　　(長いももひき。転じて、ズボンした)

-ングル　(韓国、北朝鮮で用いる文字)

メンタイ　(すけとうだら)

それこそ、数えるほどしかない。これに反して、朝鮮語の中に「外来語」として入った

日本語の例は、多い。近い過去における歴史上の関わりに起因することは疑いあるまい。

ちなみに、印刷・土木・裁断(服)・飲食関連分野の語が多いことが注目されよう。

これから『韓国外来語辞典』 (装亮瑞編、塔出版社、 1976年7月)を資料とし、朝鮮語に

入った日本語由来の外来語の分析を通して日本語の一側面に迫ろうとする。資料的には少々

古いが、この文献を選んだのは「いろいろな国語辞典において、知っていても知らんふリ

をしてうち捨てている日本語から入ってきた言葉も収集した通りに載せた」(P5)もので

あって、得難い資料と判断されたからである。

便宜上、 「五十音図」の「行」を単位として考察を進めていくこととする。

なお、朝鮮語の場合(特に破裂音・破擦音において)、 「語頭」と「語中」とでは音声的現
t,i.1

れを異にするので、用例に関してはこの点にも意を注ぐ。
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1.子音

(1)力行の子音

基本的には、 -ングルの「「 (k)、ヲ(kh)、 71 (kk)」で表示されているが、 「ス

(C)、　(h)」の例が散見される.

(語頭の用例)

7T7回(係)、 7Tヰ干(金具)、フ川三司(仮刷);A7¥叶(木栖)、 71ヱ土(着物)、 71ス1

(木地);千旦(黒)、千手ヰ(車)、干可(ロ);*]*1 (罪)、御中1 (憲兵);ヱn (鎧)、

ヱ可ヰ(小股)、エス1ヰ珂(腰投);7>干ヰ(客間)

ヲtヱ(角)、ヰ^11 (痩)、 7.1手^11 (きんくせ)

ヱ昔(子分)

ス1ノ斗可(刻み煙草)

互キ(癌)

-ングル「「 (k)」で統一的に表示されてないところが興味を引く。 「ヲ(kh)」が有

気音を、 「li (kk)」が無気音を表記する文字であるから、そのように写された日本語の語

が、環境的にそのような様相を呈するということであろうO　用例で見る限りでは、アクセ

ントや後続の子音に原因がありそうである。

有気・無気の延長線上にあると考えられるのが、 「キ」相当部分が「ス1」 〔tin、 「コ」相

当部分が「立」 〔ho〕と表記されている例である.それぞれ破裂音が、破擦音及び摩擦音

として受入れられたのである。

(語中の用例)

7t7回(係)、 7Tヰ7t叫(肩掛)、ヰn]7H (立替)、ヰ7t (馬鹿);ヰロMlol (波罫)

こ:}:-,'--I「さ,.言-J詛* 、 -1トーー:r"! 「吉・

干#旦ロl (区間積) ;ヰオロl (中味)、斗77Tヰ可(逆立) ; nlヰ771 (菓巻)、ヰキ771 (垂木)、

ロ7}vl (磨);M干(陸)、ヰ干-。V　沢庵)、且干司(逮);7回(掛)、ヱ珂01 (滑稽)、 辛

bllエ司(受取) ;*!ヱ且ヱ(凹凸)、 。lヱロl (見込)、 0.tヱ(楕こ)

概して、 「71 (kk)」で表示されている。日本語の破裂(無声)音が、語中においては気

音が少なくなることを反映しているものと思われる。しかし、無気音で表記され、そのよ

うに発音されたものを日本人が聞けば、促音のように感じるであろう。たとえば、「ヰオロ1」

は「なっかみ」、 「ヱ干司」は「おっくり」のように。つまり、もう日本語ではなくなって

しまうわけである。もっとも、これが外来語たる所以であるが。

日本語の「(破裂)無声音」であることに近付けるためには、有気音を示す「ヲ(kh)」

で表記したほうがよいと思われるのであるが、それでは強すぎると感じられるのか、気音

の弱い(とされる) 「「 (k)」で表記される。 「7tフ川」 「ヰロ17¥]01」などがそれであるo

Lかし、これらは朝鮮語の環境では有声音の発音となり、 〔kagari〕 「かがり」、 〔namigei〕
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「なみげい」となってしまう。

「ヲ」表示は、前後の影響で気音の強く感じられる例である。

(2)ガ行の子音

語頭・語中ともに-ングル「「 (k)」で表示されることを原則とする。ただし、これで

は、語中の場合は有声音〔g〕で実現するが、語頭の場合は無声音〔k〕にしかならない。

有声(破裂)書の気書の少なさを具現しようとすれば「v (kk)」が要請される。しか

し、その時点で、日本人には「促音」としか受取れない音声へと変化する。たとえば、フt

干ヰ「かっくら」、ヰ可ヱ「たまっこ」など。

「ヲ(kh)」の例はない。

(語頭の用例)

7T千早可(額縁)、 7t干(逮)、 711ヰ(下駄)、ヱ羊7回(五分刈)

(語中の用例)

7tヰフM (肩書き)、召17t (錬瓦)、斗7国(下) ;ヰ可Hl71 (玉葱)、 ♀卑フl (上衣);-fl

土子(絵具)、ヰ叫テロ1 (縦組)、 I,T子"T (間口); 7国ot珂(刈上)、エスlL囲(腰投)、且

ロ1oM　御土産);Aヱ(篭)、 7lヱHI　木鎧)、 I,lュ且(身傾)

7回生71 (影付)、 7T干ヰ(神楽)、中,Tヱ(卵)

(3)サ行の子音

-ングル「人(S)」で表示されている。特に問題はないが、 「す」相当部分が「手(su)」

ではなく、 「土(sui)」 「生(ssui)」とされる点が注目される.このことは「母音」の項で

改めて述べる。

(語頭の用例)

斗#(左官)、ヰス1ロ1 (刺身)、斗干ヰ(桜)、丞干司(しゃっく・));メ177回(仕切)、スl

五五(素人)、ス1叫ol (芝居);土ス1 (寿司)、土01ス1叫(炊事場)音盤(寸法);増せ(新

品)、 ^11ヰ叫(背丈)、 ^Aキ*1 (栓抜)、増せ(旋盤);土H] (袖)、土中(蕎麦)、土可(相

堤)

(語中の用例)

7回(傘)、ヰ7回(高)、 O国司(あっさ')) ;MP1 (隠)、 7ト手中71 (株式)、可ヰ

スl (見出)¥Aと司1 (掠)、屯と(箪笥)、ヱ可ヰ上土(持直)、中生771 (樺);早々1 (痩);

ロ1土(味噌)、?v土司(刀剃)、 oT土日1?M (遊紙) ; 7冊立ス1 (掛障子)

(4)ザ行の子音

ハングル「ス(C)」で表示されるのが原則と言える。ただし、この字は語頭では[t日、

語中ではLd3]と発音される。中期朝鮮語までは【Z]を示すとされる-ングル「△」が
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使用されたが、現代語ではそれがないから、近いものとして「ス」を当てざるをえないの

である。

「ず」相当部分に「三」 「些」が当てられている例があり、 「す」と平行的であるo

「ぎ」 「斗」が対応している例は、 「ス」の誤植の可能性を残しながらも、興味あるもの

である。

(語頭の用例)

スt半音(座蒲団)、啓vS¥Si　じゃんけんぽん);ス1エフtヰ(自動型)、ス1上司(字取) ;音

4M (純正);4.斗01 (前菜)

(語中の用例)

7回司(飾縫)、 71斗ロ1 (刺)、 7回司(柿)、可ス巨t斗可(膝回)、早耳ヰ(ブラジャー) 、711

ス1エス1 (消文字)、 Lllス1V] (歪敷)、且ス1 (楊枝) ;ヱ王(小僧)、モ王(椴性) ;豆ヱ竺昔

ズボン)、 01五三司(色刷)、 111三ロ1 (鼠色)、 ol司1三ロl (刺青)

(5)タ行の子音

「た、て、と」と「ち、つ」とでは趣を異にする。

「た、て、と」は、-ングル「 (t)」で表示されるが、語的に「ここ(tt)」の例があ

る(語中のみ)。ただし、この無気音表示-ングルは、 「71 (kk)」の時と同じように、 「促

音」のようになってしまう。

「ち」は、-ングル「ス(C)、林(cc)、ス　ch)」で表示される。

「っ」は、-ングル「鉄(ss)」で表示されるo 「ス(C)」が[ts]ではなく[tj]を示

すために、これが使えず、代わりに「〟、 (ss)」が採用されたらしい。それも「ノ、 (S)」

ではなく「鉄(ss)」であることに意味がある.

「っ」の場合、母音が「- (ui)」であることも注E]される。 「す」 「ず」参照。

(語頭の用例)

ヰヰ(棚)、 44ロ1 (畳)、ヰ可(足袋;*1ヰエスl (手直)、瑚王(天井)、Ultf　鉄筋);

五千01 (得意)、五千司(徳利)、エ甘(トタン、 tutanga)

ス1ス1ロ1 (綿)、スl己lフM (塵紙)、増叫(披)、斗且(棲鶏)、王スl (調子);坐?4　束)、

生v]}77]司(爪切)、生Otヰスl (艶出)

(語中の用例)

7Tヰ(局)、 711ヰ(下駄)、ヰヰス1ヰ(跨下)、ヱヰ*1 (揺); 7回-Hl (肩当)、ヱm (鎧)、

壬ヰm (献立);キolエス1 (縫綴)、且五〇回(元位置)、 oTエヱ司(後取)

7t千早"l (統緑)、ヱ干可(小口)、 L11ロ国(値待)、刃午(真錆);ロl竺土且-ll (三揃)、

ス1生n (仕付)、 ot生ヰo¥¥ (誹)

ちなみに、語中の「こ」は有声音となり、 [d]となるから、 「ダ行書」と対応してしま

う.たとえば、ヰヰロ1 〔tadami〕、ヱql 〔kode〕など。
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また、 「Lt=」 「林」は「促音」的となる. 「71」参照。

(6)ダ行の子音

「だ、で、ど」と「ぢ、づ」とで趣を異にすることは「タ行」の場合と同様である。

「だ、で、ど」は、-ングル「こ(t)」で表示される。ただし、これは、語頭では無声

音を示すから「タ行書」と同じとなってしまう。

「ぢ」は、 -ングル「ス(C)」「林(cc)」で表示される。

「づ」は、-ングル「ス(C)」「鉄(ss)」で表示される.ただし、受入れ側には、 「づニ

ス」 「つ-些」という意識があるように思われるo干#生ロ1 (区間積)に「クカンツミ」と

いう仮名が添えられているのがその例。同様に且司旦"fl (折詰)も「おりつめ」と考えら

れている節がある　#三叫(缶詰)参照。

(語頭の用例)

ヰ01 (台)、ヰスl (煮出)、せエ司(段取);*1ヱ且ヱ(凸凹)、Tll叫己1 (出張) ;昔半可(井)

ス^ヰ可(地下足袋)、ス1ロ1 (地味)、尋(陣)

(語中の用例)

7}-)甘(階段)、リ寸。1 (荷台)、ロ1ヰスl (見出);Aヰ土m　片袖)、可ql (派手)¥7¥ヱ

(角)、干フl王"fl (釘止)

スlス1ロ1 (捕) ; #三-fl (缶詰)、且千三瑚(奥付)、 Ll三千司(荷造)、干vV旦ロ1 (区間積)、

且司竺叫(折詰)

なお、 「づ」の母音が「-(ill)」であることは「す、ず、つ」と同じO

(7)ナ行の子音

-ングル「し(n)」で表示されている。特に問題はない。

(語頭の用例)

ヰ?M (洗)、ヰ?K(長屋)、ヰロl (波);リヰol (荷台)、 Llキ7国(二分刈);キ01エ

ス1 (縫綴)、キ0回3_ (縫代) ; Hlヱ且(値頃)、 L11ロH (寝巻)、 t11ス10巨t (摸山) ;土7T干

(能楽)、土ロ1 (婁)、土中ス1 (近)

(語中の用例)

7Tヰ(かな)、 7tヰ干(金具)、モLf干(蒙萌) ;叫Ll (口紅)、 ^Aキ771 (栓抜)、 7国キ01

(仮縫) ;ヰ7回(整)、ヰヰMl71 (玉葱)、斗ス17Hl (差金) ¥ A皇土(着物)、ヰキ土ヱ(丸

鋸)、 oTol上司(合乗)
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(8)-行の子音

-ングル「舌(h)」で表示されている。

(語頭の用例)

可ヱ(箱)、ヰ*fl(派手)、斗ヰロM(腹巻);司Ll干(皮肉)、司ヰス1(日差)、司o国(袷);

手中(蓋)、辛771生珂1 (吹付)、辛と4(襖);司1司(緑);圭司(捕)、圭司-Hl　掘上)、

喜ヰn　本立)

(語中の用例)

7Tヰ車中(肩幅); #甘辛干(簡単服);且司与(折本)

(9)パ行の子音

-ングル「BH (pp)」で表示される.ただし、語中の場合は「促音」的響きを帯びるこ

ととなる。無気音であるがゆえに。現に「促音」の例もある。

(語頭の用例)

叫増ヱ(パチンコ)、 n'国叫司(ばりばり)、悪771 (ペンキ)

(語中の用例)

7tヰ吋(固パン)、中車,1 (一杯);ぜ半ヰ(天ぷら);増叫lol (憲兵)、昔叫(もんぺ);

書生(寸法)、令菅生(湯婆)

10　バ行の子音

基本的に-ングル「t] (p)」で表示される。ただし、語中の場合は有声音となるからよ

いのであるが、語頭の場合無声音となるから「パ行の子音」の様相を呈してしまう。それ

をかヾ-しようとしたかと思われるのが、 「ヰ7t」の例であるO

(語頭の用例)

叫7t(馬鹿)、叫叫olヰ(弾機板) ;ォ1キ(ビール) ;半里ス1 (ぶっ通し)、早生司1 (打付) ;

叫リ(口紅)、叫且(舌)、埴生(弁当);且且7t羊(ぼろ株)

(語中の用例)

7Tヰ車中(肩幅)、ヱ叫01 (勾配)、車中ヰ(咲) ;ヰtjl (足袋)、且t]1ス1 (帯紙)、且tjl弓〕

(呼鈴);A半可(被)、ヱ昔(子分)、ヰ半音(座蒲団);7回(壁)、干nl叫L7 (口紅)

(ll)マ行の子音

-ングル「口(m)」で表示される。特記すべきことはない。

ヰ子可(間口)、ヰキ(丸)、ロ囲(豆);=17¥v¥ (磨)、ロ1ヱロ1 (見込)、ロl土(味噌);

早7巨国(無飾)、キ71 (向)、早ヰ(斑);^1テロl (恵)、 "11*1 (滅金)、 Dilヱ司(目盛);

且ヰ711 (揺)、且可(餅)、昔叫(匁)

フ巨丁且ヱ(蒲鉾)、ヱヰヰ(小玉)、 -h国(余);?}*土可(刀剃)、 711ヰー1 (毛波)、 J^T
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スlロ1 (刺身) ;且早ヰ(大斑) ;ヰーfl (豆)、 ^llロfl*l司(締切)、斗エー¥] (鳩目) ; 7回且土(金

物)、千旦オヰ(雲型)、 71ヱ土(着物)

(12)ラ行の子音

-ンブル「己(r)」で表示されるのを原則とするが、語頭で「し(n)」の例がある。

朝鮮語の「己」は、特に漠字音に関して、語頭の場合脱落するか「L」に変わるかの変化

を見せるが、この後者に準じた現象とみなすことができよう。

(語頭の用例)

ヰ01叫(ライター)、尊王増(ランドセル);司号(リム)、司otオ(リヤカー);昔ぜ(ル

ンペン);司1キ(レール)、召lフt(錬瓦);且?n (ロケ)、且口囲(両前)

ヰ4 (ラシャ)、 Ll干(陸)、土干せ(六万)

(語中の用例)

7tヰ(柄)、 7Tヰ[11 (空手)、ヰヰスl (辛) ; 7>7国(係)、 7国手01 (仮縫)、フl司1叫司(切

張);千手4 (車)、 I,TキーW (丸焼)、斗キヰ(春菜);A判71 (枯木)、フtと司1 (掠)、 oT

司1キ(荒);モ且(焼櫨)、千旦(窯)、ス1王手"1 (白抜)

ちなみに、モ且は[ko/fo]という発音となり、日本語から祉れてしまう.

2.母音

1/ア/

-ングル「I (a)」で表示o用例を示すo

oj-r国(余)、 7T干ス1 (隠)、 J^Tヰス1 (晒)、ヰ'1- (玉)、ヰ*1 (波)、申子手車(歯車)、

中子(丸)、 -wエ司(焼鳥)、ヰol叫(ライター)

(2)/イ/

-ングル「1 (i)」で表示。

中小)I (一杯)、号* (向)、 ♀卑71 (上衣)、ス1771司(仕切)、亘.]lス1 (並字)、尋(悼)、

Llヰ01 (荷台)、可-M (袷)、ヰォ1 (足袋)、 I?W (磨)、五千司(徳利)

3/ウ/

-ングル「 (u)」で表示.ただし、 「す」「ず」 「つ」 「づ」の場合は「-(ui)」で表

示。

♀771 (浮)、干可(組)、 7tヰ干(金具)、キ01ス1且(縫代)、辛ヰ(義)、 fjl半ヰ(天ぷら)、

昔半可(井)、キヰ(斑)、子羊'>(車)
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±スl (寿司)、 7国王司(仮刷)、斗司竺珂1 (割付)、 Ll三千司(荷造)

4)/エ/

-ンブル「HI (e)」で表示.「H (e)」吊(jel」白(je)」の例はない。

011己国土(襟溝)、 *1M (罪)、 711ヰ(下駄)、 ^ilキ771 (栓抜)、租斗01 (前菜)、 ^干(天

狗)、斗叫(派手)、 111ロM (寝巻)、司国(緑)、昔叫(もんぺ)、亜旦(弁当)、ロHI (豆)、

召17t (錬瓦)

5)/オ/

-ングル「⊥(o)」で表示。 「1 (○)」の例はない。

且千三瑚(奥付)、ヱヰ可(小玉)、ユキ7国(五分刈)、 L11ヱ且(値頃)、土n　袖)、ヱ

王(小僧)、三千01 (得意)、 7tヱ(角)、土中ス1 (近)、圭司(捕)、書生(寸法)、 cllヱ且

ヱ(凸凹)、 71ヱ土(着物)、 t11ヱ且(値頃)

(6)長母音

長母音の表示された例は見あたらない。 「長音の省略は、既に大部分の新開で実施してい

る」(P4)云々から窺えるように、長音表記をしないのが資料とした本『韓国外来語辞典』

の立場らしい。次の例のように。

ヱ司(行李)、土7T干(能楽)、　4(羊菜)、J^J且(心棒)、スl五三(素人)、土中(相場)、

モ王(根性)

(7)母音の無声化

その反映だと思われる例がある。

♀せ(奥さん)

3.半母音

用例のみを示す。

(1)ヤ行書

Ow且(焼芋)、叶と司(班)、ヰ7K　長屋)、可0回(袷);昔*H床)、叶音'1 (歩);

且# (羊菜)、且ス1 (楊枝)

(2)ワ行音

斗司7tヰ(割型)、斗01且(賄賂)、 71斗7,-w (際飽)、スl斗7回(披紙)
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4.その他

(1)促音

「MU (pp)」、 「K (tt)」、 「71 (kk)」、 「林(cc)」と四様に表示しわけられている。

①/QP/の例

qlヰ司(出張)、 01叫01 (一杯) /王五平と(ドロップス)、上司叶(ス1)ッパ)

(診/Qt/の例

半里ス1 (ぶっ通し)/^旦(ナット)、司国王(レッテル)、 duTヰ(バッター)、スt叫(シャッター)/屯

^11旦(ピンセット)

③/QK/の例

ヱ珂01 (滑稽)、t-Ul (鉄筋)、三千司(徳利)/ヱヰ干(トラック)、三五ヱ(トロッコ)、

ヰ干(ラック)、叫干(バック)、叫ヰ干(バラック)、土n*1 (ステッキ)、王771 (チョッ

キ)/ヰヱ(パック)、三三(ズック)/キ4(リュックサック)、斗土(ワックス)

④/QC/の例

且Ol丑(もう一丁) /干ヰ可(クラッチ)、叫ス1 (バッジ)

「一旦」 「一三」の例は、 (日本語の促音に)有気音の現われることを、 「「1」 (パッチム

の形)は、母音の無声化を、それぞれ示していると考えられよう。

(2)按音

環境・条件による書き分けが見られる.即ち、 ¥m (pp)、  (p 、ロ(m)」の前では

「ロ(m)」、 「tこ(tt)、こ(t)、 a (s)、林(cc)、ス(C)、し(n)、己(r)」の前

および語末では「し(n)」、 「71 (kk)、 「 (k)」「* (h J「母音」の前および語末では

「 (o)」である例がほとんどである。ただし、例外的に「鉄(ss)」の前で「 (n)」、

「u日(pp)」の前で「○ (g)」の場合がある.

語末で「 (n 」である例は、朝鮮語の発音の干渉の可能性が高い。 「線」は朝鮮語で

は「^ (son)」、 「円」は「41 (won)」である。

7サ叫ol (憲兵)、ぜ早耳(天ぷら)、書生(寸法)、音甘党(湯婆)、サ}t]筈(じゃんけん

ぽん)/子音且(黒坊)、吾半可(罪)、増せ(旋盤)、 ^J且(心棒)/せ可(鍋)/昔i (匁)

朝里(弁当)、壬ヰ叫(献立)、せヰol (短台)、瑚舌(天井)/瑚M}<　牽制)、屯と(節

笥)、ぜ斗01 (前菜) /I竿(真鎗)、 7uT王(勘定)、モ王(根性)、 71三叫(缶詰)、車と碁

(半ズボン) ;モヰ干(蓮萌)、 71卑71ヰ(際鈍)、 41号771 (栓抜) ;モ且(焼炉) ;可7/Hi(港

線)、哩(円)

甘ヱ旦昔(短袴ズボン)、叫スZjヱ(パチンコ)、 ^Jヱ(新香)、せV¥ol (挽回)、懇7al等(じゃ

んけんぽん)、廿2M (ペンキ) /7S?1司(缶切　/n子(天狗)、ぜ7tヰ(べんがら)、 ^7¥

ヰ(新型)、 >w召A (赤錬瓦) /干^竺'1 (区間漬) /#甘辛干(簡単服) /*cM国(初
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襟) /せ吋(パンパン) /A*1甘(階段)、丑% (子分)、 t-Ul (鉄筋)、 4! (心)、且司書

(折本)、♀4　奥さん)

現代日本語では死語・廃語になった例も多い。そして、これらが現荏(韓国で)実際に

使用されているかどうかの確認も怠っている。20年前に「採集」されたものをそのまま使っ

て分析しただけである。また、韓国における最近の外来語研究に触れることもできなかっ

た。しかし、今回の分析は、それとは独自に成立する内容のものと考えられるから相応の

価値は有するであろう。

(注1)正確には、母音聞及び「し(n)、ロ(m)、 0 (り)、己(r)」と母音との間である。

(注2)本来の日本語ではないが、日本語を経由して朝鮮語に入ったと考えられる例。以下、同様。
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